
 

 

 

 

 

 

 

 

建設現場の労働災害増加に歯止めを！ 

― 600現場へ年末パトロール及び一斉監督を実施 ― 

 
  

大阪労働局（局長 中沖 剛）では、増加する建設現場の労働災害に歯止めをかける 

ため、１２月に府下１３の労働基準監督署において 

   ・現場パトロール        ・現場一斉監督指導 

等の集中的取組を行う。 

 

 大阪府内の建設業における死傷災害は、10 月末現在、632 件で昨年同期より 58 件

（10.1％）増加しており、全国平均及び全国主要都市圏と比較しても増加率は著しい。 

 事故の態様をみると「墜落・転落災害」が最も多く 231 件で 36.6％を占め、墜落場所で

は「はしごや脚立」からが 82 件と最も多く、「足場」からの墜落件数の 2 倍となっている。 

また、年齢別・経験年数別では、60 歳以上の高年齢労働者で、経験年数が 21 年以上のい

わゆるベテラン労働者が最も多くなっている。（別紙参照） 

 年末は工事が輻輳することによる労働災害の多発が危惧されることから、労働災害の増加

に歯止めをかけるため、各建設現場において労働災害防止対策の徹底が図られるよう、府下

13の労働基準監督署において集中的な取組を行うこととした。 

 現場パトロール、一斉監督指導では別添リーフレット（「ゼロ災・大阪『命綱ＧＯ活

動』」）を配付し、事業者や作業者に直接、墜落・転落災害防止等の徹底等を呼びかけるこ

ととしている。 

 

主な取組内容 

（1）現場パトロール（約500現場を予定） 

  建設業労働災害防止協会大阪府支部各分会等と連携したパトロール 

    ・12/1 大阪中央署  ・12/2 東大阪署、茨木署   

・12/3 天満署、西野田署、泉大津署  ・12/4 大阪西署、淀川署、北大阪署 

・12/9 岸和田署  ・12/10 羽曳野署 ・12/11 大阪南署  ・12/16 堺署 

（2）現場一斉監督指導（約100現場を予定） 

    府下13署  12月1日（月）～12月26日（金） 
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          建設業における労働災害発生状況（大阪府内）      （別紙） 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

平成２５年 17 53 102 167 239 300 358 433 509 574 667 816

平成２６年 24 65 135 194 264 332 410 478 547 632
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 平成 26年における建設業の死傷災害は、10月末現在の速報値で 632件発生しており、前

年に比べて 58件（10.1％）の増加となっている。特に墜落・転落災害の増加が著しく 231件

発生し、36.6％を占めている。 

（前年同期比較） 

 全国 大阪 北海道 東京 愛知 福岡 

年 26 25 率 26 25 率 26 25 率 26 25 率 26 25 率 26 25 率 

建設業 12,909 12,706 1.6 632 574 10.1 764 737 3.7 1,111 1,100 1.0 530 541 
△ 
2.0 536 508 5.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設業 年別・月別 死傷災害発生状況 
（平成2６年は１０月末現在速報値） 

建設業 事故の型別 死傷災害 前年比較 
（平成2６年１０月／平成２５年10月） 
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          建設業における労働災害発生状況（大阪府内）      （別紙） 
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   最も多い「はしご等」には、はしご、脚立、踏台が含まれる。 

   はしごを用いて、その途中で作業をしている例や、脚立の昇降時に足を踏み外したもの、 

   また、脚立の天板上で作業をしていて墜落する事例などが多く発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  60歳以上の高年齢者で、経験年数が 21 年以上のいわゆるベテランの労働者が最も多い。 

平成26年 建設業 墜落場所別 死傷災害発生状況 
（平成2６年１０月末現在速報値） 

合計 231件 

平成26年 建設業 年齢別・経験年数別 死傷災害発生分布 
（平成2６年１０月末現在速報値） 

合計 632件 
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